
新
居
浜
市
職
労
は
３
月
５

日
、
婦
人
部
恒
例
の
「
い
ち

ご
狩
り
」
を
実
施
。
好
天
に

恵
ま
れ
、
西
条
市
『
ひ
の
い

ち
ご
園
』
に
総
勢
２
１
７
人

が
集
ま
り
、
家
族
や
友
人
た

ち
と
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
３
月
と
は
い
え

ハ
ウ
ス
の
中
は
暑
く
、
上
着

を
脱
い
で
『
11
種
類
の
い
ち

ご
』
を
食
べ
比
べ
、
み
な
さ

ん
お
腹
イ
ッ
パ
イ
で
満
足
し

た
様
子
で
し
た
。
お
土
産
用

の
い
ち
ご
や
苺
大
福
・
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
販
売
も

あ
り
、
子
ど
も
向
け
に
『
輪

投
げ
』
や
『
お
絵
か
き
ス
ペ
ー

ス
』
も
あ
り
、
お
子
さ
ん
連

れ
の
方
も
参
加
し
や
す
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
家

族
や
友
人
た
ち
と
の
交
流
を

は
か
り
な
が
ら
団
結
を
深
め
、

要
求
活
動
・
職
場
改
善
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

伊
予
市
職
労
は
３
月
５
日
、

五
色
姫
海
浜
公
園
周
辺
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
」
を

実
施
し
、
休
日
の
早
朝
か
ら

46
人
（
大
人
29
人
と
子
ど
も

17
人
）
が
参
加
。
当
日
の
降

水
確
率
40
％
で
若
干
の
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
雨
が
降

る
こ
と
も
な
く
、
春
の
暖
か

さ
も
手
伝
っ
て
、
清
掃
活
動

に
ち
ょ
う
ど
い
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
久

保
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
公
園
内
の
清
掃
開
始
。
歩

道
や
砂
浜
を
中
心
に
空
き
缶

や
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

流
木
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

多
く
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し

た
。
記
念
写
真
を
撮
っ
て

『
彩
浜
館
』
へ
移
動
し
、
お

弁
当
を
囲
ん
で
ち
ょ
っ
と
早

い
昼
食
。
子
ど
も
が
ジ
ュ
ー

ス
を
こ
ぼ
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
に
ぎ
や
か

な
雰
囲
気
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
お

弁
当
は
ち
ょ
っ
と
量
が
多
か
っ

た
か
な
？

お
土
産
に
は
市

内
の
障
が
い
者
支
援
事
業
所

製
作
『
空
と
大
地
の
ク
ッ
キ
ー
』

と
『
菌
床
シ
イ
タ
ケ
』
の
詰

め
合
わ
せ
を
渡
し
、
子
ど
も

さ
ん
に
は
お
菓
子
の
詰
め
合

わ
せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

西
予
市
職
労
は
３
月
４
日

「
保
育
部
会
茶
話
会
」
を
開

催
し
９
人
が
参
加
。
日
ご
ろ

他
の
園
の
保
育
士
と
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
が
な
い
の
で

「
た
ま
に
は
集
ま
っ
て
み
よ

う
」
と
各
園
か
ら
参
加
。
各

園
の
様
子
を
伝
え
あ
っ
た
り
、

新
採
保
育
士
さ
ん
に
、
こ
の

１
年
保
育
士
と
し
て
働
い
て

み
て
の
思
い
や
課
題
な
ど
を

話
し
て
も
ら
う
な
ど
、
ひ
と

り
一
人
が
日
頃
の
「
保
育
へ

の
思
い
」
を
語
り
交
流
。
保

育
環
境
を
良
く
し
て
い
く
た

め
に
、
保
育
士
が
集
ま
っ
て

情
報
を
共
有
し
た
り
、
勉
強

会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。
今
後
も
何
で
も
話

せ
る
茶
話
会
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

内
子
町
職
は
３
月
５
日

「
日
帰
り
親
睦
旅
行
」
を
実

施
し
22
人
が
参
加
。
岡
山
県

の
『
倉
敷
美
観
地
区
』
を
訪

問
し
、
地
ビ
ー
ル
な
ど
も
味

わ
い
な
が
ら
、
美
し
い
町
並

み
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
山
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
食
事
を
楽
し
み
ま
し

た
。
往
復
の
車
中
で
は
ク
イ

ズ
大
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
職
場
だ
と
仕

事
の
話
ば
か
り
だ
け
ど
、
旅

行
で
な
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を

気
軽
に
話
せ
る
」
「
若
い
職

員
の
参
加
が
多
く
い
ろ
い
ろ

な
年
代
で
交
流
で
き
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

大
い
に
楽
し
み
・
大
い
に
親

睦
で
き
た
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
働
組

合
は
３
月
10
日
「
組
合
員
退

職
者
送
別
会
＆
組
合
員
交
流

会
」
を
行
い
、
退
職
者
４
人

含
め
大
人
23
人
・
子
ど
も
５

人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
花
束
を
贈
呈
し
、
退
職
者

か
ら
「
ま
わ
り
の
仲
間
の
お

か
げ
で
、
長
年
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
組
合

を
通
じ
た
『
仲
間
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
』
を
感
じ
ま
し

た
。
「
退
職
す
る
先
輩
を
送

別
し
た
い
！
」
と
急
遽
の
参

加
や
他
の
会
と
日
程
が
重
な

り
な
が
ら
も
、
掛
け
持
ち
し

て
い
た
だ
い
た
方
も
。
長
年

勤
め
て
こ
ら
れ
た
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（１） 第４８３号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ４月１０日

第 ４８３ 号

日 程

【４月】
15 県本部拡大執行委員会
17 非正規公共評幹事会
15 青年部幹事会
15 愛媛労連青年部交流会
20 愛媛労連女性部大会
22 医療介護評幹事会

22～23（土日）
長時間労働ＮＯ！
人員増やして
いい仕事がしたい
自治労連交流集会

（静岡県伊東市）
【５月】
１ メーデー集会（各地）
３ 愛媛憲法集会（松山）
12 自治労連中央委員会

（大阪～13）
17 県本部拡大執行委員会
17 県自治体問題研究所総会
21 保育部会幹事会

21（日）～6/4（日）
平和行進in愛媛
25 夏季要求中央行動（東京）
27 女性部幹事会

◎「電通」過労自死事件もきっかけとして、政府は『働き方改革』をすすめています。３月には

「ヤマト運輸、未払い残業代数百億円支給」と報道されました。多くの企業が「長時間労働」の見

直しをすすめています。来年度卒業予定の大学生の６割が、就職先選びで「長時間労働・サービス

残業があるか」に関心を示し、「働きやすさが人材確保のカギ」となっています。

3.8春闘中央行動 1.14県本部青年部フットサル大会 1.22四国中央市職労USJ旅行 1.21西条市職労青年部旅行



３
月
６
日
、
高
松
市
で
の

「
春
闘
四
国
総
行
動
」
に
４

県
１
０
０
人
が
参
加
。
Ｊ
Ｒ

高
松
駅
前
で
「
昼
休
み
集
会
・

デ
モ
行
進
」
を
実
施
。
そ
の

後
、
四
国
整
備
局
・
運
輸
局
、

四
国
電
力
な
ど
に
要
請
。
人

事
院
四
国
事
務
局
要
請
で
は

総
務
課
長
ら
３
人
が
対
応
、

組
合
側
の
「
給
与
の
地
域
間

格
差
・
地
域
手
当
、
労
働
時

間
管
理
、
人
員
確
保
、
再
任

用
、
非
正
規
処
遇
」
な
ど
に

次
の
見
解
が
あ
り
ま
し
た
。

《
人
事
院
》
労
働
時
間
に
つ

い
て
人
事
院
も
か
な
り
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
。
再
任

用
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
が
困
難

で
職
員
の
希
望
に
そ
ぐ
わ
な

い
と
い
う
声
を
伺
っ
て
い
る
。

非
正
規
処
遇
で
は
人
事
院
と

し
て
様
々
な
こ
と
を
検
討
し

て
お
り
、
総
務
省
の
地
公
法

改
正
の
動
き
も
注
視
し
て
い

る
。
人
事
院
勧
告
・
報
告
が

自
治
体
を
含
め
た
多
方
面
へ

の
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

３
月
８
日
、
春
闘
要
求
前

進
を
め
ざ
す
「
中
央
行
動
」

に
全
国
約
２
３
０
０
人
（
う

ち
自
治
労
連
３
０
０
人
余
）

が
参
加
。
愛
媛
県
本
部
は
11

単
組
15
人
が
、
寒
さ
戻
っ
た

東
京
で
終
日
行
動
。
11
時
か

ら
自
治
労
連
「
総
務
省
前
集

会
」
と
「
現
業
署
名
提
出
」
、

昼
休
み
「
総
決
起
集
会
」
、

１
時
か
ら
「
国
会
請
願
デ
モ
」

を
実
施
。
３
時
か
ら
の
自
治

労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
「
総
務

省
要
請
」
で
は
、
四
国
４
県

代
表
23
人
が
参
加
。
西
条
市

職
労
の
渡
部
委
員
長
が
「
労

働
時
間
管
理
の
職
場
実
状
」
、

今
治
市
職
の
佐
々
木
書
記
長

が
「
地
域
で
求
め
ら
れ
る
現

業
職
場
と
現
業
職
員
採
用
」

に
つ
い
て
発
言
し
、
総
務
省

担
当
者
に
地
方
自
治
体
へ
の

助
言
を
要
請
し
ま
し
た
。

（
以
下
「
発
言
抜
粋
要
約
」

文
責
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
）

■
「
労
働
時
間
管
理
」

《
総
務
省
》
使
用
者
（
所
属

長
）
が
命
令
し
、
時
間
外
・

休
日
勤
務
さ
せ
た
場
合
に
は
、

地
公
法
・
労
基
法
に
も
と
づ

き
手
当
は
支
給
さ
れ
る
べ
き
。

労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
は

「
使
用
者
の
義
務
」
で
あ
り
、

厚
労
省
『
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

に
も
と
づ
く
「
適
正
な
対
応
」

を
助
言
し
て
い
く
。

■
「
職
員
の
確
保
・
育
成
」

《
総
務
省
》
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
人
材
が
集
っ
た
り
、
女

性
活
躍
が
推
進
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
職
員
の
満
足
度

の
向
上
が
、
仕
事
を
通
じ
て

住
民
の
満
足
度
の
向
上
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

３
月
４
日
、
大
洲
市
役
所

前
で
の
「
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
春

闘
決
起
集
会
」
に
約
80
人
が

参
加
。
南
予
総
支
部
長
の
和

気
さ
ん
（
西
予
市
職
労
）
が

開
会
あ
い
さ
つ
し
、
南
予
地

域
の
各
単
組
か
ら
の
発
言
で

は
「
昨
年
の
『
電
通
』
事
件

で
社
会
的
課
題
と
な
り
、

『
労
働
時
間
管
理
の
徹
底
』

が
叫
ば
れ
て
い
る
。
厚
労
省

が
『
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
示

し
て
い
る
の
で
、
医
療
介
護

職
場
で
も
こ
の
春
闘
で
改
善

を
強
く
求
め
て
い
く
」
（
津

島
吉
田
病
院
局
労
組
・
石
村

さ
ん
）
な
ど
『
労
働
時
間
管

理
・
不
払
残
業
解
消
・
超
過

勤
務
減
縮
』
を
求
め
る
発
言

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
集
会
後

は
市
役
所
と
Ｊ
Ｒ
大
洲
駅
前

を
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
「
デ

モ
行
進
」
を
行
い
、
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
支
部
交
流
企

画
と
し
て
開
催
し
た
「
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
に
は
32
人
が

参
加
。
普
段
交
流
す
る
こ
と

が
少
な
い
近
隣
単
組
の
参
加

者
４
人
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り

得
点
を
競
い
、
ス
ト
ラ
イ
ク

が
出
る
た
び
に
歓
声
が
上
が

る
な
ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
「
表
彰

式
」
は
会
場
を
西
予
市
内
に

移
し
、
団
体
・
個
人
成
績
上

位
者
へ
賞
品
を
授
与
。
続
く

懇
親
会
で
は
約
３
時
間
の
懇

親
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
12
日
、
今
治
市
森
見

公
園
で
の
「
東
予
ブ
ロ
ッ
ク

春
闘
集
会
」
に
約
80
人
が
参

加
。
喜
井
四
国
中
央
市
職
労

委
員
長
と
高
橋
新
居
浜
市
職

労
委
員
長
の
議
長
進
行
で
、

壷
内
今
治
水
道
労
組
委
員
長

が
開
会
あ
い
さ
つ
。
元
周
桑

病
院
裁
判
原
告
の
安
藤
さ
ん

が
「
上
告
審
へ
の
支
援
要
請

と
決
意
」
を
発
言
。
村
瀬
今

治
市
職
委
員
長
は
「
４
月
に

非
正
規
保
育
士
の
処
遇
が
大

幅
改
善
さ
れ
る
。
地
域
の
保

育
を
守
る
た
め
、
正
規
採
用

と
非
正
規
改
善
を
『
車
の
両

輪
』
で
要
求
し
続
け
る
。
職

場
に
組
合
の
動
き
が
見
え
る

こ
と
で
、
組
合
加
入
も
生
ま

れ
て
い
る
」
と
発
言
。
集
会

後
『
え
び
す
祭
』
で
に
ぎ
わ

う
港
ま
で
往
復
す
る
デ
モ
行

進
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

３
月
５
日
、
松
山
市
石
手

川
公
園
で
の
「
中
予
ブ
ロ
ッ

ク
春
闘
集
会
」
に
は
、
約
80

人
が
参
加
し
、
商
店
街
を
デ

モ
行
進
し
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

■
今
春
、
孫
２
人
が
、
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
に
。
ば
あ
ば

の
財
布
は
、
ス
ッ
カ
ラ
カ
ン
。

（
西
条
・
川
名
）

■
生
ま
れ
て
初
め
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
を
し
て
い
た
の
で

軽
く
す
み
ま
し
た
。
予
防
接

種
の
効
果
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
新
居
浜
社
協
・
伊
藤
）

■
今
治
市
労
連
だ
よ
り
に
、

僕
た
ち
嘱
託
職
員
の
給
与
を

改
善
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

誠
か
ど
う
か
今
度
４
月
の
辞

令
で
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
子
ど
も
達
の
成
長
ぶ
り
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
う
れ
し
い
報
告
が
聞
け

る
年
度
末
…
や
り
が
い
と
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
。
人
を
い

た
わ
り
、
困
っ
て
い
る
お
友

達
に
自
然
に
声
か
け
を
し
た

り
…
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
高
校
１
年
の
娘
は
、
私
の

学
生
時
代
と
違
っ
て
コ
ツ
コ

ツ
と
勉
強
に
励
ん
で
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
か

な
か
結
果
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
。
よ
く
よ
く
考
え
て
見

る
と
、
そ
れ
は
父
親
ゆ
ず
り

の
よ
う
。
し
か
し
私
と
娘
の

大
き
な
違
い
は
、
娘
は
く
や

し
が
り
、
私
は
自
分
自
身
の

能
力
は
こ
こ
ま
で
と
諦
め
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

■
今
年
度
よ
り
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
隅
を

照
ら
す
気
持
ち
で
頑
張
り
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
言
葉
は
検

索
し
ま
し
ょ
う
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８３号 ２０１７年 ４月１０日

■
４
８
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
オ
シ
ド
リ
フ
ウ
フ
」

（
お
し
ど
り
夫
婦
）
で
し
た
。

正
解
は
10
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

伊
藤

弥
生(

新
居
浜
社
協)

金
繁

芽
瑠
（
西

予
）

川
名

良
子
（
西

条
）

笹
本
與
志
雄
（
四
国
中
央
）

酒
井

彩
乃
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
５
月
27
日
【
発

表
】
４
８
５
号
（
６
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①物事に対処する心の準備。覚悟

④体操や競技などをすること。スポーツ

⑦「東大寺南大門仁王像」は快慶との共作

⑧人が居る所。いどころ。自分の○○○○が

ない

⑨引っ越し、転居のことをこうも言う

【タテのカギ】
①名詞の一類、人名など特有の名称を指す

②「万国の○○○○○○よ、団結せよ！」

③後藤○○、○○原寛己、カルーセル○○

⑤老後のために、資産○○○○する

⑥無批判に人の言葉に従う。人の○○○○に

なる

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

野
球
な
ど
で
功
績
を
称
え
て
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


